
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����
�����

小
川
原
教
授
は
「
権
力
・

宗
教
関
係
か
ら
考
え
る
『
信

教
の
自
由
』
」
と
題
し
て
講

演
し
、
明
治
時
代
の
第
一
次

宗
教
法
案
か
ら
戦
後
の
宗
教

法
人
法
の
成
立
に
至
る
歴
史

的
経
緯
を
政
府
の
監
督
権
に

対
す
る
宗
教
界
の
反
応
を
中

心
に
解
説
し
た
。

そ
の
上
で
、
健
全
な
政
教

関
係
に
つ
い
て
「
『
自
由
過

ぎ
る
団
体
』
へ
の
『
規
律
』

を
権
力
に
委
ね
れ
ば
よ
い
の

か
」「『
信
教
の
自
由
』
の
たた

い

め
に
権
力
・
社
会
と
ど
う
対

じ峙
す
る
べ
き
か
」
と
問
い
掛

け
、
宗
教
法
人
の
解
散
命
令

請
求
の
要
件
に
関
す
る
解
釈

変
更
な
ど
を
例
に
「
旧
統
一

教
会
問
題
後
、
宗
教
へ
の
権

力
介
入
の
余
地
が
広
が
っ
て

い
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と

や
宗
教
関
連
法
整
備
な
ど
の

動
き
は
宗
教
界
全
体
に
関
係

す
る
。
旧
統
一
教
会
は
『
カ

ル
ト
』
『
異
端
』
だ
か
ら

『
関
係
な
い
』
で
済
ま
さ
れ

る
か
」
と
述
べ
た
。

権
力
介
入
を
抑
制
し
、
自

由
権
を
自
衛
す
る
た
め
に
何

が
必
要
か
。
小
川
原
教
授
は

「
言
論
・
表
現
の
自
由
」
を

守
る
た
め
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放

各
社
が
出
資
し
て
組
織
さ
れ

た
Ｂ
Ｐ
Ｏ
（
放
送
倫
理
・
番

組
向
上
機
構
）
、「
学
問
の
自

由
」
を
守
る
た
め
の
自
己
点

検
・
評
価
を
行
う
日
本
高
等

教
育
評
価
機
構
や
大
学
基
準

協
会
な
ど
の
第
三
者
機
関
を

例
に
、
宗
教
界
の
自
治
や
自

浄
作
用
を
発
揮
す
る
た
め
同

様
の
機
関
を
創
設
す
る
必
要

性
を
論
じ
た
。

同
教
授
に
よ
れ
ば
、
宗
教

の
自
律
性
を
強
化
す
る
た
め

の
第
三
者
機
関
創
設
は
、
敗

戦
後
の
国
家
神
道
解
体
に
関

わ
っ
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
バ
ン
ス
宗
教
課
長
が
す

で
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た

１
９
９
５
年
の
宗
教
法
人
審

議
会
で
第
三
者
機
関
「
宗
教

情
報
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
案

が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

少
数
派
見
解

反
映
に
課
題

第
三
者
機
関
の
役
割
と
し

て
は
、
宗
教
・
宗
派
間
の
連

携
と
情
報
発
信
の
活
性
化
▽

布
教
・
伝
道
・
勧
誘
等
に
関

し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
▽

苦
情
へ
の
対
応
や
当
該
団
体

と
の
仲
裁
�
�
な
ど
を
想
定

す
る
が
、
少
数
派
の
宗
教
の

見
解
を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か

等
の
課
題
も
あ
る
。

基
調
講
演
後
の
パ
ネ
ル
討

議
に
は
小
川
原
教
授
と
小
田

淑
子
・
元
関
西
大
教
授
、
小

原
克
博
・
同
志
社
大
教
授
、

室
寺
義
仁
・
前
滋
賀
医
科
大

教
授
が
登
壇
し
た
。

小
川
原
教
授
は
講
演
を
補

足
す
る
形
で
、
欧
米
と
比
較

し
て
日
本
は
行
政
の
裁
量
権

が
大
き
い
一
方
立
法
機
関
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
弱
く
、
民

間
の
第
三
者
機
関
も
十
分
で

は
な
い
と
指
摘
し
「
民
主
国

家
と
し
て
そ
れ
で
よ
い
の

か
」
と
問
題
提
起
し
た
。

こ
の
点
に
つ
い
て
小
原
教

授
も
民
主
主
義
の
成
熟
に
関

し
て
「
国
家
と
個
」
の
間
に

あ
る
べ
き
中
間
団
体
の
層
が

ぜ
い

じ
ゃ
く

脆
弱
で
あ
る
日
本
の
政
治
風

土
へ
の
懸
念
を
示
し
た
。

日
本
人
は
「
お
上
が
決
め

る
」
体
質
に
依
存
す
る
傾
向

が
あ
り
、
基
本
的
人
権
や

「
信
教
の
自
由
」
も
欧
米
の

よ
う
に
様
々
な
相
克
を
経
て

獲
得
し
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
う
し
た
「
信
教
の
自
由
を

血
肉
化
す
る
環
境
が
歴
史
的

に
な
い
」
と
い
う
観
点
か
ら

宗
教
教
育
の
重
要
性
を
指
摘

す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

シ
ン
ポ
は
宗
教
倫
理
学
会

の
第
２４
回
学
術
大
会
の
一
環

と
し
て
龍
谷
大
学
響
都
ホ
ー

ル
校
友
会
館
で
開
か
れ
た
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
で
モ
ス
ク
ワ
総
主
教
庁
系

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正
教
会
（
Ｕ

Ｏ
Ｃ
�
Ｍ
Ｐ
）
に
対
す
る
政

治
的
圧
力
が
高
ま
っ
て
い

る
。
Ｕ
Ｏ
Ｃ
�
Ｍ
Ｐ
を
非
合

法
化
す
る
法
案
が
こ
の
ほ
ど

ウ
ク
ラ
イ
ナ
最
高
会
議
の
第

１
読
会
を
通
過
。
ロ
シ
ア
正

教
の
キ
リ
ル
総
主
教
は
同
国

政
府
を
「
最
も
恐
ろ
し
い
神

権
主
義
政
権
」
と
攻
撃
す
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
し
た
。

「
（
侵
略
国
家
が
指
導
力

を
持
つ
）
宗
教
団
体
の
活
動

に
関
す
る
一
部
の
法
律
の
改

正
」
案
は
今
年
１
月
に
内
閣

か
ら
提
案
さ
れ
た
。
最
高
会

議
は
三
つ
の
読
会
を
経
て
決

議
す
る
制
度
で
、
第
１
読
会

の
承
認
は
法
案
が
「
基
礎
と

し
て
」
受
け
入
れ
ら
れ
、
第

２
、
第
３
読
会
で
基
本
コ
ン

セ
プ
ト
に
変
更
は
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
。
最
高
会
議
公

式
サ
イ
ト
に
よ
れ
ば
、
１０
月

１９
日
の
第
１
読
会
は
賛
成
２

６
７
、
反
対
１５
、
棄
権
２
と

圧
倒
的
多
数
に
よ
る
可
決
だ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
モ
ス
ク
ワ
総

主
教
庁
は
キ
リ
ル
総
主
教
名

で
各
地
の
正
教
会
の
首
長
宛

て
に
直
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
表
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
を

批
判
し
、
Ｕ
Ｏ
Ｃ
�
Ｍ
Ｐ
を

支
援
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
カ
ト
リ
ッ
ク

の
教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
カ

ン
タ
ベ
リ
ー
大
主
教
ら
に
も

送
ら
れ
、
国
連
事
務
総
長
、

同
人
権
高
等
弁
務
官
ら
国
際

機
関
の
長
に
は
「
信
教
の
自

由
の
露
骨
か
つ
大
規
模
な
侵

害
」
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
た
。

た
だ
し
、
第
１
読
会
通
過

の
意
義
に
つ
い
て
は
慎
重
な

見
方
が
あ
る
。
Ｕ
Ｏ
Ｃ
�
Ｍ

Ｐ
系
の
サ
イ
ト
Ｕ
Ｏ
Ｊ
は
、

本
会
議
採
決
ま
で
に
か
な
り

の
時
間
を
要
す
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
指
摘
。
議
会
で

可
決
さ
れ
て
も
、
信
教
の
自

由
を
重
視
す
る
米
欧
の
支
援

国
の
反
応
を
考
慮
し
て
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
法
律
の

発
効
に
必
要
な
署
名
を
ち
ゅ

う
ち
ょ
す
る
ケ
ー
ス
も
想
定

す
る
。

「
１
万
２
千
」
あ
る
と
さ

れ
る
Ｕ
Ｏ
Ｃ
�
Ｍ
Ｐ
系
宗
教

団
体
の
全
て
の
活
動
を
停
止

さ
せ
る
に
は
１
万
２
千
件
の

訴
訟
を
起
こ
す
必
要
が
あ

り
、
法
制
度
の
枠
組
内
で
の

効
力
は
疑
問
視
さ
れ
る
が
、

Ｕ
Ｏ
Ｃ
�
Ｍ
Ｐ
に
対
す
る

「
新
た
な
迫
害
の
波
を
引
き

起
こ
す
引
き
金
に
な
る
」
と

す
る
人
権
団
体
責
任
者
の
コ

メ
ン
ト
を
紹
介
。

ま
た
同
サ
イ
ト
は
「
Ｕ
Ｏ

Ｃ
（
Ｍ
Ｐ
）
支
持
を
主
張
す

る
勢
力
に
依
存
す
る
」
危
険

性
を
強
調
し
、
ロ
シ
ア
の
侵

略
に
強
く
抗
議
し
て
い
る
Ｕ

Ｏ
Ｃ
�
Ｍ
Ｐ
の
困
難
な
立
場

を
示
唆
し
て
い
る
。（

編
集
部
）

宗
教
倫
理
学
会
（
会
長
�
宮
本
要
太

郎
・
関
西
大
教
授
）
主
催
の
公
開
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
宗
教
の
『
自
由
』
を
再
考

す
る
�
現
代
日
本
を
中
心
に
�
」
が
京

都
市
内
で
１０
月
２８
日
に
開
か
れ
た
。
昨

年
か
ら
の
旧
統
一
教
会
問
題
の
論
点
の

一
つ
で
あ
る
宗
教
団
体
へ
の
「
権
力
介

入
の
動
き
」
を
巡
り
、
基
調
講
演
を
行

っ
た
小
川
原
正
道
・
慶
応
義
塾
大
教
授

は
、
介
入
を
抑
制
す
る
具
体
策
と
し
て

宗
教
界
に
自
浄
作
用
な
ど
を
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
宗
教
者
や
有
識
者
ら
で
つ
く

る
第
三
者
機
関
の
必
要
性
を
指
摘
し

た
。

（
池
田
圭
）

３
日
付
は
休
刊
い
た
し
ま
す

第
三
者
機
関
の
創
設
を

第
三
者
機
関
の
創
設
を

慶
大
・
小
川
原
氏

宗
教
界
に
提
唱

「信教自由」自衛に自浄必要「信教自由」自衛に自浄必要

シンポでは中間団体の層が脆弱である日本の
政治風土の問題性も指摘された

宗教倫理学会シンポジウム

中外日報購読のお申し込みは、フリーダイヤル０１２０―０１５―１７７へ

ウクライナ議会

露
系
正
教
会
に
圧
力

露
系
正
教
会
に
圧
力

安定財源確保へ土地有効活用に言及

真宗興正派宗会で秦総長 ＝２面

新しい「領解文」学習会開催見直しを

本願寺派奈良・兵庫教区 ＝３面

来年２月に教化研究会 臨黄合議所、

４年ぶり移動理事会 ＝３面

〈ひと〉神達知純・大正大学長 ＝５面

天台宗通常宗議会特報 ＝７面

〈キラリ―頑張る宗教者〉大阪府茨木

市・宝池寺の中川龍伽氏 ＝８面

非
合
法
化
法
案

第
１
読
会
を
通
過

▲
▲

▲
▲

▲
▲

き
ょ
う
の
紙
面
か
ら
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